
28 2020 年は当別町 150 年

　エアロセンス株式会社と当別町が、ドローンを使っ

て緊急医療用品を搬送する実証実験を行いました。「ド

ローンの利活用促進」を目的にした政策を展開する北

海道経済産業局も関わり、官民共同によるドローンプ

ロジェクトは道内で初めて。大規模災害時に避難場所

  10 月 3 日　北海道医療大学～当別川河川敷

ドローンで実証実験！ 医療品等搬送
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①ドローンに積載したのは、

包帯やばんそうこうなどの

医療用品と、菓子パンとエ

ネルギ ー 補 助 ゼ リ ー な ど

の軽食。

②北海道医療大学から約

10km 離れた避難場所（当

別川河川敷）へ向かって

スタート！

③避難場所にドローンが到

着。待機者は搬送された緊急

用品を受け取り、代わりに「避

難場所の現在情報などを入力

したスマートフォン」を積載

後、同大学へ向けて再飛行！

④ドローンが同大学へ戻る

と、積載されてきたスマー

トフォンで避難場所の様子

を確認後、宮司町長が災害

時の対応を指示する想定で

行われました。

までの道路が寸断された事態を想定して行われたこの

実験では、緊急医療用品と軽食約 1 ㎏を積載したド

ローンを北海道医療大学から避難場所（当別川河川敷

を想定）へ向け往復させました（詳細は写真参照）。

ドローンを開発するエアロセンス株式会社の自動運転

技術により、片道約 15 分かけてドローンは無事に目

的地まで飛行し、実験を終えました。

　北欧の風 道の駅とうべつへの来場促進を図るため、

「おでかけマルシェ」が行われました。当別産の黒豆

を使った「黒豆ご飯のもと」、米を使った「甘酒」等

の加工品、人参 3 種類の詰め放題の他、当別町の姉

妹都市である宇和島市と愛媛県の協力で、宇和島産の

みかんや加工品の販売などもあり大盛況。12 日には、

道の駅とうべつのアンバサダーを務めるボーイズユ

ニット「Ｎ
ノ ー ル

ＯＲＤ」のライブが午前・午後の 2 回行われ、

道の駅とうべつのコマーシャルソング「北欧の風」が

初披露されるなど、会場は盛り上がりました。

  10 月 11 日・12 日　アリオ札幌

当別の味覚をＰＲ！ おでかけマルシェ

当別町のゆるキャラ「とべのすけ」

愛媛県の「みきゃん」との撮影会
愛媛県宇和島市のＰＲブース


